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　空と雲を見ていると心が癒される。晩秋の空に
は、どんよりとした厚い雲が多くなった。それぞ
れの季節にあった雲が心にしみ込んでくる。現在
の雲を見ていると澄んだ秋の空に浮かぶ筋状の雲
が懐かしい。
　わが家のアメリカン・ショートヘアーの愛猫
「ショコラ」、通称「ショコ」が、昨年の 11月 2
日に 16年の生涯を全うした。病気もせずに私の
家族の癒しになってくれた。亡くなる 1年前頃
より左耳下に小さな腫瘤が発生した。月日ととも
にだんだん大きくなり、最後には自壊した。肉眼
的には不規則な腫瘍であった。その後、病状は悪
化の一途をたどり、致し方ないことだが見るたび
に涙の毎日であった。
　犬猫病院へ連れて行き、獣医さんが水分補給の
注射をしてくださるのを見て、わが家で注射を続
けた。最後は歩行もできず寝たきり状態であった。
そして、最後の夜は私のベッドサイドの下に置い
て過ごした。私が起きて名前を呼ぶと最後の力を
振り絞ってひと声「ニャー」と鳴いて旅立って行っ
た。涙と共に多くの思い出がよみがえった。忘れ
ることが出来ないのは朝夕のお見送りとお迎えで
ある。出勤の際には、二階へ上がる踊り場に座り、
見送ってくれた。帰宅の場合は、私が玄関の鍵を
開けるとその際の音を聞いて飛んでくる。本当
に可愛かった。忘れることが出来ない思い出であ
る。本当に長い間、奥さんの代わりをしてくれた。
現在、ショコは私の田舎の畑に、2代目「キコ」
の墓の横に葬っている。月 1回、家の風通しに
行き、わが家の墓参りをする。最後に２匹の愛猫

の墓に花を手向け、お祈りをする。「ショコ」に
はキャットフードを、「キコ」には蒲鉾を供える。
　新しい猫を飼いたいと思うも、私たち夫婦の年
齢を考えると猫を置いたままにする可能性が強
い。残念だがあきらめている。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　最近、不思議な夢を見た。それは、ある土曜
日の診察中に玄関で黒い子猫が鳴いていた。生後
１～ 2か月だろうか。かまってやれないので安
全な隣の庭に離し、診察終了後に職員とともに探
しに行った。しかし発見できない。私はフェンス
の傍を見て回っている。雑木の所に来たところ、
突然、スズメバチが私を目がけて飛来した。こ
の時ほど蜂の目がこんなにも大きいのかと知らさ
れた。体幹部、手、足を中心に 15か所、刺された。
その後に頭痛と悪心がやってきた。血圧を診ると
210 － 110 であった。軽度の息苦しさをみたが
ショックではなかった。救急処置をして救急車を
呼んだ。人生において初めて救急車に乗車した夢
である。隊員の方に、紹介状は後で書くから当日
の二次病院に頼んでいただくようにお願いした。
これで一安心とベッドに横たわっていた。病院か
ら返事がきた。隊員の方が申し訳なさそうに、今
日は急患が多くて対処できないので他をあたって
くれとのことであった。それを聞いた時、刺され
た痛みより心の痛みが大きかったことを夢の中で
感じた。もしも、私がショック状態でも病院は対
処できませんと答えるのだろうか。夢はまだ続い
た。隊員の方が市内の病院に次々と電話してくだ
さり、市内のある病院が引き受けてくださったと
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喜びの顔で伝えてくださった。救急車は猛スピー
ドでその病院へ到着した。院長先生が温かく迎
えてくださり点滴を施行、経過観察となった。点
滴終了時、バイタルサインも安定し帰宅の途につ
いた。それからさらに夢は続いた。私の当直時代
に feedback した。私も数多くの二次当直をした。
そのうち何回かは他院で診てもらえないかと思っ
たことがある。しかし、そんな時、「お前は何の
ために医者になったのか」と自問自答しながら処
置室に向かっているところで夢は覚めた。目が覚
めてしばらくは頭痛がして、しっかり汗をかいて
いた。疲れた夢であったが私にとっては医師とは
何かを考えさせてくれた。

　今、山々は錦秋の候である。最も嬉しい季節で
ある。人生では実りの時期である。幸いにも山口
は海にも山にも近い。そして道路も素晴らしい。
中国地方や九州地方の名所にもすぐに行くことが
できる。

　私がよく行く秋の名所は島根県では津和野町の
堀庭園、益田市の秦 佐八郎 先生の生家、匹見峡
である。山口県では山口市の龍福寺、野田神社、
パークロード、そして長門峡である。美祢市の南
原寺も良い。これらの名所は手軽に行けるのが良
い。広島県では県立もみのき森林公園へよく行く。
ここは自分の足で自然を感じることができる。こ
れらの自然に触れ、息吹を感じると癒しとリフ
レッシュになる。

　医師は一生勉強だと言われる。しかしながら記
憶したことも、最近では猛スピードで消え去る。
そうであっても本は読み続けたい。
　　
　　日暮れて道なお遠し


